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4
月
、
日
本
で
は
新
年
度
の
始
ま
る
新

緑
の
季
節
。
気
温
も
上
昇
し
、
こ
の
世
に

存
在
す
る
多
く
の
生
命
の
躍
動
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
多
く
の
関
係
者
、
支
援

者
の
皆
様
に
支
え
て
頂
き
、
当
法
人
も

そ
の
4
月
に
設
立
9
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
地
方
に
拠
点
を
置
く
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
し
て
、
ま
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
担
い
手
と
し

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
組
織
を
強
化
し
て

い
く
べ
き
か
、
ま
た
裨
益
効
果
の
高
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い

く
べ
き
か
、
模
索
す
る
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。

当
法
人
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
妥
当

性
（
目
的
の
明
確
性
）
と
有
効
性
（
方
法

論
と
手
段
の
的
確
性
）
を
重
要
視
し
つ
つ
、

効
率
性
（
高
い
費
用
対
効
果
）
と
自
立
発

展
性
（
事
業
終
了
後
の
事
業
成
果
の
持
続

性
）
に
配
慮
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ア
ム
ダ
か
ら
中
長
期
事
業
を
引
き
継
い

だ
２
０
０
７
年
当
時
は
、
邦
人
職
員
が

駐
在
す
る
海
外
10
カ
国
で
18
の
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
４
年
度
は

6
カ
国
で
12
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

活
動
国
が
半
減
し
た
分
、
一
カ
国
平
均
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
は
増
え
て
お
り
、
そ
れ

は
同
一
国
内
の
複
数
地
域
で
、
比
較
的
イ

ン
パ
ク
ト
の
大
き
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展

開
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
5

カ
国
中
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
、
治
安
状
況
が
不
安
定
な
地
域
、
あ

る
い
は
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
過
疎
山
間
地

域
を
対
象
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
事
業
運
営
に
は
特
別
の
危
機
管

理
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
現
地
の
職

員
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
情
報
収
集
を
行

い
、
ま
た
現
地
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
と
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
リ
ス

ク
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
都
市
圏
で
は
、
貧
困
な

ど
に
起
因
し
て
、
多
く
の
若
者
が
反
社
会

グ
ル
ー
プ
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
凶
悪
な
犯

罪
に
手
を
染
め
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
他

国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
麻
薬
や
武
器
の
取

引
が
一
層
活
発
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同

国
の
殺
人
率
は
世
界
一
高
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
当
法
人
は
、
そ
の
よ
う
な
背

景
を
抱
え
治
安
が
悪
化
し
た
首
都
テ
グ
シ

ガ
ル
パ
に
お
い
て
、
よ
り
安
全
で
住
み
や

す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
支
援
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
2
年
前
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
活
動
推
進
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
は
、
自
治
会
と
学
校
の
教

員
、
そ
し
て
生
徒
の
リ
ー
ダ
ー
達
で
す
が
、

警
察
機
関
を
連
携
先
の
一
つ
と
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
心
情
的
に
も
隔
た
り
が

あ
っ
た
地
域
住
民
と
警
察
の
相
互
理
解
が

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
波
及
効
果
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
話
に
は
も
う
少
し
先
が

あ
り
ま
す
。
実
は
、
我
が
国
の
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
ブ
ラ
ジ
ル
警
察
と

連
携
し
て
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
交
番
制
度

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
既
存
の
交
番
施
設

を
改
修
し
つ
つ
、
制
度
と
し
て
治
安
維
持

や
交
通
規
制
等
に
係
る
業
務
改
善
を
行
っ

て
い
ま
す
。
公
的
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
実
施
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
と
、
交
番
制
度

が
導
入
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
民
間
組

織
で
あ
る
当
法
人
が
日
本
国
外
務
省
と
連

携
し
て
実
施
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
と
が
相
互

補
完
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
地
域
に

高
い
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
官
民
連
携
事

業
が
今
後
増
え
る
よ
う
、
新
し
い
角
度
か

ら
ニ
ー
ズ
を
見
定
め
、
ま
た
国
際
貢
献
の

方
法
論
に
工
夫
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

昨
今
、
安
全
保
障
法
制
の
議
論
と
並
行

し
て
、
改
め
て
日
本
に
と
っ
て
、
日
本
国

民
に
と
っ
て
の
「
平
和
」
を
見
直
す
機
会

が
増
え
て
い
ま
す
。
当
法
人
は
、
広
義

に
「
今
日
の
生
活
と
明
日
の
希
望
が
実
現

で
き
る
状
況
」
が
長
く
続
く
こ
と
を
平
和

と
定
義
し
て
お
り
、
平
和
を
阻
害
す
る
直

接
的
な
要
因
と
し
て
、
戦
争
や
自
然
災
害

に
貧
困
を
加
え
て
い
ま
す
。
貧
困
は
構
造

的
か
つ
循
環
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
く
先

人
が
数
多
く
、
そ
の
解
決
に
は
構
造
に
穴

を
開
け
、
循
環
を
断
つ
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
従
っ
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
イ
ン
フ

ラ
の
改
善
、
教
育
や
健
康
福
祉
に
係
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
と
も
に
、
生
計
の

向
上
や
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る

た
め
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
当
法
人
は
、
市
民
目
線
、
受
益
者

目
線
を
備
え
た
国
際
協
力
活
動
の
推
進
を

通
じ
て
、
そ
の
一
部
の
活
動
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
の

一
翼
を
担
い
、
ま
た
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は

国
益
重
視
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
補
完
し
な
が
ら
、

設
立
時
の
決
意
も
新
た
に
、
途
上
国
の
健

康
増
進
と
貧
困
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

９
年
目
の
春
、
決
意
も
新
た
に
。

理
事
長　

鈴
木 
俊
介

各国で活躍する
スタッフたち
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M
ya

n
m

a
r

２
０
１
１
年
の
新
政
権
発
足
以
降
、

今
後
さ
ら
な
る
経
済
成
長
が
見
込
ま
れ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
最
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
市

内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
発
展
も
加
速
す
る

一
方
で
、
地
方
農
村
部
、
少
数
民
族

居
住
地
域
の
開
発
は
遅
れ
て
お
り
、
保

健
医
療
分
野
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
に
お
い
て
都
市
部
と
の
大
き
な
格
差

が
見
ら
れ
ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ‐Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ

Ｓ
は
保
健
状
況
の
改
善
を
目
指
し
た
活

動
を
継
続
し
、
２
０
１
４
年
度
は
、
新

た
に
中
央
乾
燥
地
パ
ウ
ッ
郡
で
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

パ
コ
ク
郡
西
部
に
お
け
る

「H
ealthy V

illage

（
健
康
な
村
）」
事
業

（
２
０
１
２
年
２
月
～
２
０
１
５
年
２
月
）

中
央
乾
燥
地
に
あ
る
パ
コ
ク
郡
で
は
、
病
院

の
あ
る
郡
中
心
部
か
ら
離
れ
た
39
村
で
住
民
が

理
想
と
す
る
「
健
康
な
村
」
を
作
り
上
げ
る
活

動
を
3
年
に
わ
た
っ
て
支
援
し
、
２
０
１
５
年

2
月
に
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。
健
康
な
村
と

は
、
①
病
気
の
予
防
や
手
当
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
て
い
る
、
②
安
全
な
水
が
手
に
入
り
衛

生
的
な
生
活
を
送
れ
る
、
③
救
急
処
置
を
実
践

で
き
る
人
が
い
る
、
④
救
急
患
者
を
病
院
へ
搬

送
で
き
る
、
⑤
病
気
に
な
っ
た
と
き
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
、
⑥
生
計
活
動
に
関
す
る

知
識
や
技
術
が
あ
る
、
に
加
え
、
⑦
村
ご
と
の

ニ
ー
ズ
（
特
別
コ
ン
セ
プ
ト
）
を
満
た
し
て
い
る
、

の
７
つ
の
条
件
が
揃
っ
た
村
を
意
味
し
て
い
ま

す
。事

業
最
終
年
に
あ
た
る
２
０
１
４
年
度
は
、

各
村
で
結
成
し
た
「
健
康
な
村
づ
く
り
委
員

会
」
と
4
つ
の
チ
ー
ム
（
保
健
教
育
、
水
と
衛

生
、
応
急
処
置
／
患
者
搬
送
、
生
計
向
上
）
が

中
心
と
な
り
、
引
き
続
き
、
健
康
な
村
の
実
現

に
向
け
て
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
学
校
建
設
や
給
水
設
備
の
設
置
と
い
っ
た

村
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
特
別
コ
ン
セ
プ
ト
計
画

の
実
施
に
は
、
委
員
だ
け
で
な
く
村
全
体
が
一

丸
と
な
り
、
計
画
の
策
定
か
ら
費
用
の
一
部
の

負
担
や
資
材
の
調
達
、
建
設
作
業
ま
で
主
体
的

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
事
業
を
通
し
て
39
村
そ

れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く
健
康
な
村
に
近
づ
い
た
だ

け
で
な
く
、
現
状
把
握
と
問
題
分
析
、
解
決
方

法
の
決
定
、
実
施
と
い
う
一
連
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
、
実
践
を
通
じ
て
習
得
し
た
こ
と
で
、
今
後

も
住
民
が
自
ら
の
力
で
よ
り
よ
い
村
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
基
盤
が
整
い
ま
し
た
。

な
お
本
事
業
は
、
外
務
省
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ

連
携
無
償
資
金
協
力
事
業
」
と
し
て
、
ま
た
、

株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ
「
地
球
村
の
基
金
」、

中
外
製
薬
株
式
会
社
、
イ
オ
ン
岡
山
店
を
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
貯
蓄
、
保
健
教
育
、
基
礎
ビ
ジ

ネ
ス
ス
キ
ル
研
修
）
を
活
か
し
、
健
康
状
態
の

改
善
も
含
め
た
自
ら
と
家
族
の
生
活
の
向
上
に

努
め
、
夢
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
は
外
務
省
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連

携
無
償
資
金
協
力
事
業
」
と
し
て
、
ま
た
、
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
８
０
地
区
の
多
く
の
ク

ラ
ブ
を
は
じ
め
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を
受
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

パ
ウ
ッ
郡
南
部
に
お
け
る
地
域
保
健
事
業

（
２
０
１
５
年
２
月
～
現
在
）

中
央
乾
燥
地
に
あ
る
パ
ウ
ッ
郡
の
21
村
で
、

村
の
中
に
保
健
衛
生
環
境
の
改
善
を
推
進
す
る

人
材
を
育
成
し
、
彼
ら
を
通
し
て
住
民
が
自
ら

の
健
康
を
守
る
た
め
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
行

動
す
る
こ
と
を
目
指
す
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
各
村
に
地
域
保
健
委
員
会
を

結
成
し
、
委
員
が
自
身
の
村
の
課
題
を
分
析
し
、

保
健
教
育
、
応
急
処
置
、
村
内
清
掃
、
ト
イ
レ

の
普
及
活
動
な
ど
、
住
民
の
保
健
衛
生
に
対
す

る
理
解
の
向
上
と
、
環
境
改
善
に
向
け
た
活
動

を
行
い
ま
す
。
日
本
側
か
ら
は
、
こ
う
し
た
活

動
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
委
員
に
対

す
る
各
種
の
研
修
を
開
催
す
る
ほ
か
、
必
要
備

品
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

な
お
本
事
業
は
、
外
務
省
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連

携
無
償
資
金
協
力
事
業
」
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

コ
ー
カ
ン
自
治
地
域
に
お
け
る
基
礎
母
子

保
健
シ
ス
テ
ム
構
築
支
援
事
業

（
２
０
１
３
年
７
月
～
２
０
１
５
年
４
月
）

本
事
業
は
、
医
療
施
設
ま
で
遠
い
、
言
語

や
文
化
の
違
い
か
ら
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
が
難
し
い
、
な
ど
の

理
由
か
ら
、
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
（
予
防
接
種
、

妊
産
婦
健
診
、
子
ど
も
の
成
長
記
録
な
ど
）
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
母
親
た
ち
と
保
健
行
政

を
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
は
、
対
象
１
１
４
村
で

６
９
７
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
母
子
保
健
推
進

員
）、
16
名
の
准
助
産
師
（
主
に
周
産
期
ケ
ア
な

ど
を
中
心
に
、
公
的
保
健
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
補

佐
す
る
役
割
を
担
う
公
的
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

を
育
成
し
た
他
、
公
的
保
健
医
療
ス
タ
ッ
フ
16

名
を
対
象
に
新
生
児
ケ
ア
な
ど
に
関
す
る
研

修
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。
母
子
保
健
推
進
員

は
、
妊
産
婦
健
診
な
ど
の
母
子
保
健
、
予
防
接
種
、

応
急
手
当
な
ど
研
修
で
学
ん
だ
知
識
を
村
人
に

伝
え
る
保
健
教
育
活
動
を
実
施
し
た
他
、
村
で

緊
急
患
者
が
発
生
し
た
場
合
の
応
急
処
置
や
緊

急
搬
送
の
役
割
も
担
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

母
子
保
健
推
進
委
員
、
准
助
産
師
と
公
的
保
健

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
協
働
し
て
、
基
礎
保
健
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
村
も
少
し

ず
つ
増
え
始
め
ま
し
た
。
母
親
た
ち
は
顔
見
知

り
の
母
子
保
健
推
進
委
員
や
准
助
産
師
が
い
て

く
れ
る
お
か
げ
で
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
言
語

や
文
化
の
違
い
を
あ
ま
り
意
識
せ
ず
、
よ
り
身

近
に
基
礎
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
は
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
無
償

資
金
協
力
事
業
」
と
し
て
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
国
連
世

界
食
糧
計
画
）
と
の
連
携
を
伴
い
、
ま
た
緊
急

搬
送
支
援
は
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を
受

け
て
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ー
カ
ン
自
治
地
域
に
お
け
る
ソ
ン
カ
ン
地

域
保
健
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

（
２
０
１
４
年
３
月
～
２
０
１
５
年
３
月
）

コ
ー
カ
ン
自
治
地
域
北
部
の
ソ
ン
カ
ン
村
区

に
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ

の
地
域
は
最
も
近
い
医
療
施
設
ま
で
26
㎞
あ

り
、
住
民
が
利
用
し
や
す
い
、
よ
り
身
近
な
場

所
へ
の
保
健
医
療
施
設
の
建
設
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
新
設
さ
れ
た
保
健
セ
ン
タ
ー
は
診
察

室
、
分
娩
室
、
陣
痛
室
、
待
合
室
、
倉
庫
、
ト

イ
レ
、
貯
水
タ
ン
ク
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要

な
ベ
ッ
ド
、
分
娩
台
、
体
重
計
、
血
圧
計
、
血

糖
値
測
定
器
、
吸
引
器
、
聴
診
器
な
ど
の
医
療

器
具
・
消
耗
品
を
提
供
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
事
業
は
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
無
償

資
金
協
力
事
業
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

じ
め
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を
活
用
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

メ
テ
ィ
ラ
郡
に
お
け
る
生
計
向
上
事
業

（
１
９
９
８
年
６
月
～
現
在
）

中
央
乾
燥
地
に
あ
る
メ
テ
ィ
ラ
郡
で
は
、
貧

困
層
の
女
性
を
対
象
に
生
計
向
上
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
事
業
で
は
①
マ
イ
ク
ロ
ク
レ

ジ
ッ
ト
、
②
貯
蓄
、
③
保
健
教
育
、
④
基
礎
ビ

ジ
ネ
ス
技
術
研
修
の
4
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
金
融
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
限
ら
れ
て
い

る
女
性
た
ち
も
収
入
創
出
活
動
に
取
り
組
め
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
は
外
務
省
よ
り
マ
イ
ク
ロ
ク

レ
ジ
ッ
ト
原
資
資
金
を
受
け
、
新
た
に
9
村
か

ら
約
５
０
０
名
の
女
性
た
ち
が
事
業
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
総
受

益
者
数
は
63
村
の
３
１
３
４
人
、
メ
テ
ィ
ラ
郡

に
お
け
る
地
域
カ
バ
ー
率
は
16
％
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
受
益
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
商
品
開
発
調
査
を
行
い
、
融
資
の
種
類
を
増

や
し
ま
し
た
（
融
資
額
の
引
き
上
げ
と
零
細
業

者
向
け
融
資
の
導
入
）。
受
益
者
は
、
本
事
業
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
様
々
な
「
機
会
」（
マ
イ
ク
ロ

ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国

 -R
epublic of the U

nion of M
yanm

ar-

面積：68 万 k ㎡（日本の約 1.8 倍）
人口：810 万人
言語：ミャンマー語（公用語）
1 人あたりの GNI：データなし（2013 年／世界銀行調べ）
5 歳未満児死亡率：51 人（1,000 人あたり、2013 年／ IGME 調べ）
妊産婦死亡率：200 人（10 万人あたり、2010 年／ WHO 等調べ）

サン・サン・モウ さん　

事業のおかげで「養われる人」から「稼ぐ人」になりました。以前は、家族 7人の生活

は夫の稼ぎに頼りっきりでしたが、今は私も家計を助けています。子どもが成長するにつれ

て教育費などの支出が増え頭を悩ませていた私は、事業で受けた融資を活用して豚の飼

育を始めました。購入した母豚がすぐに 10 匹も子豚を産んだので、子豚を売った収入で

家の屋根を丈夫なトタンに変え、残りは子どもたちの教育費に充てました。翌年の融資も

豚に投資し、再びまとまった収入を得ることができたため、大事な試験を控えていた娘を

補習教室へ通わせることができました。この事業がなかったら、娘たちを高校へ通わせる

ことができたかどうかわかりません。子ども達に教育を受けさせるという希望の光を照らし

てもらい、私も家族も、深く感謝しています。

発電機小屋の前で完成を喜ぶ村人たち資格を取得した准助産師たち

建設状況をモニタリングする住民代表と事業スタッフ

融資を受ける女性たち

住民の声（メティラ事業）
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て
早
や
2
年
が
経
ち
、
様
々
な
研
修
を
受
講
し

た
地
元
の
人
工
授
精
師
や
酪
農
家
は
、
腕
に
磨

き
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
妊
娠
牛
も
増
え
つ
つ

あ
り
、
今
後
、
酪
農
家
の
生
乳
販
売
収
入
が
徐
々

に
増
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
は
外
務
省
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連

携
無
償
資
金
協
力
事
業
」
と
し
て
、
ま
た
、
皆

様
か
ら
の
ご
寄
付
を
受
け
、
島
根
県
大
田
市
に

拠
点
を
置
く
特
定
非
営
利
活
動
法
人
三
瓶
ス
ラ

ウ
ェ
シ
友
好
促
進
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

Indonesia

コ
ー
カ
ン
自
治
地
域
に
お
け
る
母
子
栄
養

改
善
・
小
学
校
児
童
就
学
支
援
事
業

（
２
０
０
４
年
７
月
～
２
０
１
４
年
12
月
）

Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
国
連
世
界
食
糧
計
画
）
と
連
携
し
、

１
１
４
村
の
母
子
の
栄
養
改
善
お
よ
び
49
校

の
小
学
校
児
童
の
就
学
と
健
康
維
持
を
目
的
と

し
た
食
糧
配
給
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

延
べ
５
６
３
０
人
の
妊
産
婦
に
米
・
豆
・
油
な

ど
を
約
５
３
５
６
ト
ン
、
延
べ
１
万
７
６
５
０

人
の
2
歳
未
満
児
に
栄
養
強
化
混
合
食
を
約
73

ト
ン
、
延
べ
９
６
３
２
人
の
児
童
に
米
を
約

１
１
０
ト
ン
、
延
べ
１
万
５
７
３
０
人
の
児
童

に
高
カ
ロ
リ
ー
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
約
26
ト
ン
配
給

し
ま
し
た
。

ナ
ム
ト
ゥ
郡
に
お
け
る
健
康
希
求
行
動
改

善
事
業

（
２
０
１
３
年
２
月
～
２
０
１
５
年
１
月
）

本
事
業
は
、
ナ
ム
ト
ゥ
郡
南
部
34
村
に
お
い

て
、
①
基
礎
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、
②
基
礎

保
健
知
識
の
向
上
、
③
水
と
衛
生
環
境
の
改
善

に
取
り
組
み
、
住
民
自
身
が
病
気
を
予
防
し
健

康
を
維
持
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
支
援
し

ま
し
た
。
事
業
最
終
年
に
あ
た
る
２
０
１
４
年

度
は
、
①
の
活
動
と
し
て
ナ
ー
サ
イ
ン
地
域
補

助
保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
築
お
よ
び
分
娩
台
や
外

来
用
ベ
ッ
ド
を
提
供
し
た
他
、
近
隣
の
4
つ
の

公
的
保
健
医
療
施
設
も
含
め
て
、
身
長
・
体
重

測
定
器
、
血
圧
計
、
出
産
キ
ッ
ト
な
ど
の
医
療

器
具
を
提
供
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
5

つ
の
施
設
が
管
轄
す
る
34
村
約
１
万
２
６
６
１

人
の
住
民
が
、
よ
り
良
い
保
健
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
郡
全
体
を
管
轄
す
る
二
次
医
療

施
設
で
あ
る
ナ
ム
ト
ゥ
郡
病
院
が
使
用
す
る
水

の
ろ
過
施
設
を
建
設
し
、
治
療
・
診
察
に
安
全

な
水
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
②

の
活
動
と
し
て
は
、
各
村
に
設
立
し
た
「
健

康
促
進
委
員
会
」
や
「
水
と
衛
生
委
員
会
」
の

メ
ン
バ
ー
た
ち
（
約
３
２
０
名
）
が
、
延
べ

２
万
６
０
９
４
人
の
住
民
を
対
象
に
保
健
衛
生

教
育
を
行
い
、
地
域
住
民
の
基
礎
保
健
や
衛
生

に
関
す
る
知
識
が
約
4
割
向
上
し
ま
し
た
。
③

の
活
動
に
つ
い
て
は
、「
水
と
衛
生
委
員
会
」
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
衛
生
的
な
ト
イ
レ

や
水
供
給
施
設
を
建
設
し
た
結
果
、
蠅
防
止
ト

イ
レ
の
普
及
率
が
45
％
以
上
増
加
し
、
住
民
約

２
６
０
０
人
が
安
全
な
水
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
他
、
小
学
校
8
校
（
児
童
数
約

１
４
０
０
人
）
に
お
け
る
水
と
衛
生
環
境
が
改

善
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
事
業
は
外
務
省
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連

携
無
償
資
金
協
力
事
業
」
と
し
て
、
ま
た
神
戸

甲
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
ご
寄
付
を
活

用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

ナ
ム
ト
ゥ
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
（
郡
）
に
お
け
る

住
民
参
加
型
水
と
衛
生
・
保
健
改
善
事
業

（
２
０
１
５
年
２
月
～
現
在
）　

健
康
希
求
行
動
改
善
事
業
を
継
承
し
、
水
と

衛
生
・
保
健
医
療
分
野
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
ナ
ム

ト
ゥ
郡
内
の
19
村
を
対
象
に
、
新
た
な
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
本
事
業
で
も
、
地
域
住
民
が

こ
れ
ま
で
十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
安
全

な
水
、
よ
り
よ
い
衛
生
環
境
や
保
健
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
し
、
自
分
で
病
気
を
予
防
し
て
い

け
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。
２
０
１
４

年
度
は
、
村
や
学
校
で
の
活
動
を
進
め
る
役
割

を
担
う
「
水
と
衛
生
・
保
健
委
員
会
」
を
各
村

に
設
立
し
ま
し
た
。

2014 年 5月、中部乾燥地の事業担当

に着任しました。当初は事業をうまく引っ

張れるかと不安でしたが、スタッフ達が事

業の制約と村人の要望との間の難しい交

渉をまとめ、曜日や時間を問わず村のフォ

ローに出掛けるのを見て、いかに彼らが気

持ちよく事業を進めていける環境を整える

かが私の仕事だと思うようになりました。

村の人にうまく質問できなかった、あの時

スタッフにこう助言できればよかった、な

ど落ち込むことも多々ありますが、いつも

スタッフの頑張る姿や気遣いに元気づけ

られて立ち直る、幸せな駐在員生活を送っ

ています。

業務調整員

松尾 美江

シンジャイでは女性が元気。働く女性は多く、子
育ては同僚・仲間同士の相互扶助。皆で陽気に仕事
に励んでおり、プロジェクトの酪農研修会でも子連
れ参加の女性が目立つ。日々、女性のたくましさを感
じながら活動を進めている。村の人々は朝5時にコー
ランで目覚め、1日5回手足を清め、お祈りにいそし
む。昼下がりには、小さな妹弟を背負った子どもが
手作りの輪回しに歓声を上げる。そんな美しいシンジャ

かながわ湘南ロータリークラブ　髙木 直之氏
牛乳プロモーション活動参加者　

デウィ さん
AMDA 社会開発機構がミャンマーで運営するマイクロクレジットに原資を提供する形で、私達

は 2 つの村を支援している。AMDA-MINDS からは定期的に資金の運用状況と受益者の様子を

記した報告書が届き、顔の見える支援ができている。2011年に続き、昨年 11月に 3 名の支援者

と現地視察に出かけた。この 3 年で最高借入額は、年4万チャット（約 4 千円）から12 万チャッ

トに増加、私のクラブが支援している2村の原資も55万から125万に増え、100 を超える世帯の

生活を支援していた。どの村でも受益者達が着飾って出迎えてくれ、借入金で増やした豚や牛、売

り物のフルーツ、改装した家や畑の灌漑設備などを、誇らしげに見せてくれる。電気や上下水道は

なくとも、今日の暮らしが安定し明日への希望があるためだろう、村人たちはみな幸せそうによく笑

い、ただひたすらに咲く野のゆりのようで、豊かさや幸せについて改めて考えさせられる旅となった。

今日は姪のアニータの妊婦健診のために診療所

に来ました。診療所での牛乳プロモーションは初

めて参加しましたが、好き嫌いの多いアニータも

牛乳は喜んで飲むので、牛乳をたくさん飲んで元

気な赤ちゃんを産んでほしいと思っています。お医

者さんが言うには赤ちゃんは男の子だそうですが、

健康に生まれてきてくれればどっちでもいいです。

アニータも私もあと 2 ヶ月で赤ちゃんに会えるの

が待ちきれません。

世
界
最
多
１
万
８
１
１
０
も
の
島
々
を

抱
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
。「
最
後

の
楽
園
」
と
称
さ
れ
る
バ
リ
島
や
、
世
界

三
大
仏
教
遺
跡
の
1
つ
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル

遺
跡
で
有
名
な
ジ
ャ
ワ
島
な
ど
に
は
、
日

本
か
ら
も
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
近
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
目
覚
ま
し

い
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
が
、
都
市
と
地

方
間
、
国
家
経
済
の
約
8
割
を
占
め
る

西
部
地
域
と
開
発
の
遅
れ
が
目
立
つ
東
部

地
域
間
の
経
済
格
差
の
是
正
は
、
国
家

開
発
戦
略
の
最
重
要
項
目
に
位
置
付
け

ら
れ
る
ほ
ど
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
シ
ン
ジ
ャ
イ
県
に
お
け
る

酪
農
技
術
向
上
支
援
事
業

（
２
０
１
３
年
２
月
～
現
在
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
東
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
に
位

置
す
る
シ
ン
ジ
ャ
イ
県
は
、
約
15
％
の
世
帯
が

1
日
1
・
25
米
ド
ル
以
下
（
世
界
銀
行

が
定
め
る
貧
困
ラ
イ
ン
）
で
暮
ら
す
貧

し
い
地
域
で
、
県
民
の
平
均
年
収
は
首

都
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
10
分
の
1
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。
シ
ン
ジ
ャ
イ
県
に
は
、
標

高
８
０
０
ｍ
か
ら
１
０
０
０
ｍ
の
比
較

的
冷
涼
な
気
候
の
地
域
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
零
細
農
民
の
収
入
向
上
政
策
の
一

環
と
し
て
、
地
元
行
政
の
主
導
に
よ
り

２
０
０
６
年
に
酪
農
産
業
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
が
、
酪
農
関
係
者
の
経
験
・
人

材
不
足
も
あ
り
、
期
待
し
た
成
果
が
挙
が
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
本
事
業
で
は
、
酪
農
家
の
収
入
向

上
、
ひ
い
て
は
県
内
の
酪
農
産
業
振
興
を
目
指

し
、
シ
ン
ジ
ャ
イ
県
畜
産
局
職
員
と
人
工
授
精

師
に
対
す
る
技
術
研
修
（
直
腸
検
査
、
発
情
鑑

定
、
人
工
授
精
）、
酪
農
家
に
対
す
る
技
術
研
修

（
糞
尿
処
理
・
堆
肥
化
、
飼
料
給
餌
）
の
他
、
牛

乳
の
消
費
拡
大
・
普
及
促
進
（
小
学
校
や
診
療

所
に
お
け
る
牛
乳
配
布
や
栄
養
指
導
な
ど
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

 -R
epublic of Indonesia-

面積：189 万 k ㎡（日本の約 5 倍）

人口：2 億 4,900 万人

言語：インドネシア語（公用語）

1 人あたりの GNI：3,580USドル（2013 年／世界銀行調べ）

妊産婦死亡率：190 人（10 万人あたり、2013 年／ WHO 等調べ）

イの村で活動できることは幸せだ。「経済成長期の今、牛乳増産は不可能ではない。
酪農家の収入を是非向上したい」と意気込む村長とともに、これからも頑張りたい。

（特活）三瓶スラウェシ友好促進センター 

獣医師　中野 光志

自分たちで建設した貯水槽を利用する住民

駐在スタッフコメント

専門家のひとこと

住民の声 私たちも応援しています
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N
ep

al
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
裾
野
に
位
置
す
る
ネ

パ
ー
ル
連
邦
民
主
共
和
国
は
、
標
高
70
ｍ

か
ら
８
８
４
０
ｍ
に
及
ぶ
地
形
に
１
２
３
の

民
族･

カ
ー
ス
ト
が
住
む
多
様
性
に
富
ん

だ
国
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
豊
か
な
文
化
を

築
き
上
げ
て
き
た
一
方
で
、
貧
困
や
保
健

衛
生
、
教
育
な
ど
様
々
な
開
発
課
題
に
お

け
る
都
市
と
地
方
、
ま
た
民
族
・
カ
ー
ス

ト
間
の
格
差
、
政
治
的
対
立
は
深
刻
で

す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ‐Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
は
、
タ
ラ
イ

地
域
で
の
母
子
保
健
や
環
境
衛
生
へ
の
取

り
組
み
、
ま
た
丘
陵
地
域
で
の
生
計
向
上

支
援
な
ど
多
様
な
課
題
に
包
括
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

カ
ル
パ
チ
ョ
ウ
ク
行
政
村
に
お
け
る
生
活
改

善
事
業

（
２
０
１
４
年
３
月
～
現
在
）

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
北
東
に
約
50
㎞
、
丘

陵
地
に
位
置
す
る
カ
ブ
レ
パ
ラ
ン
チ
ョ
ウ
ク
郡

カ
ル
パ
チ
ョ
ウ
ク
行
政
村
で
、
生
活
改
善
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
同
行
政
村
は
首
都
の
ほ

ど
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
水
不
足
や
イ
ン
フ
ラ

の
未
整
備
な
ど
、
丘
陵
地
な
ら
で
は
の
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
9
割
以
上
の
世
帯
が
農
業
に
従
事

す
る
一
方
、
1
年
間
安
定
し
て
食
糧
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
世
帯
は
3
割
に
満
た
な
い
状

況
で
す
。
水
汲
み
の
役
割
を
担
う
女
性
や
子
ど

も
は
、
乾
期
に
は
４
～
５
時
間
か
け
て
遠
く
の

水
源
地
ま
で
水
を
汲
み
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
水
不
足
は
住
民
の
健
康
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
下
痢
な
ど
の
水
系
感
染
症

に
罹
患
す
る
割
合
は
5
割
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。

本
事
業
は
、
①
技
術
研
修
を
通
じ
た
農
業
生

産
性
の
向
上
、
②
貯
水
設
備
の
建
設
を
通
じ
た

水
不
足
の
解
消
、
そ
し
て
③
保
健
衛
生
啓
発
活

動
を
通
じ
た
保
健
衛
生
改
善
、
の
3
つ
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事
業
1
年
目
と
な
る

２
０
１
４
年
度
は
、
こ
れ
ら
①
～
③
の
活
動
を

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
住
民
グ
ル
ー
プ
を
形

成
し
、
ま
ず
は
メ
ン
バ
ー
自
身
が
課
題
を
分
析

し
今
後
の
活
動
計
画
を
立
て
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
①
に
つ
い

て
は
、
家
庭
菜
園
研
修
な
ど
を
開
催
し
、
③
に

つ
い
て
は
、
村
に
5
校
あ
る
小
学
校
で
保
健
衛

生
に
関
す
る
寸
劇
を
上
演
し
た
他
、
無
料
診
療

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
度
か
ら
は
、
農
業
研
修
や
水
施
設
の
建
設
が

本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
村
の
人
た
ち
も
、
新

し
い
活
動
へ
の
や
る
気
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
は
外
務
省
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連

携
無
償
資
金
協
力
事
業
」
と
し
て
、
ま
た
、
皆

様
か
ら
の
ご
寄
付
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

（665

字
）

ル
パ
ン
デ
ヒ
郡
４
行
政
村
に
お
け
る
就
学

児
童
・
生
徒
環
境
衛
生
改
善
事
業

（
２
０
１
４
年
７
月
～
現
在
）

　

ネ
パ
ー
ル
南
西
部
イ
ン
ド
と
国
境
を
接
す
る

タ
ラ
イ
地
域
に
位
置
す
る
ル
パ
ン
デ
ヒ
郡
の
4

行
政
村
で
、
環
境
衛
生
の
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
主
役
は
、
対
象
4
行
政
村
の
公
立
小
・

中
学
校
16
校
に
通
う
児
童
生
徒
で
形
成
さ
れ
る

「
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
で
、
彼
ら
が
中
心
と
な
っ

て
進
め
る
校
内
衛
生
環
境
改
善
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
や
担
当
教
師
に
対
し
て
、
環
境
衛
生

の
基
礎
知
識
、
学
校
内
で
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
や
啓
発
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
研
修
を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
は
、

朝
礼
な
ど
の
時
間
を
使
っ
て
、
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
（
例
え
ば
、
ト
イ
レ
を
き
ち
ん
と
使
お
う
、

ト
イ
レ
を
使
っ
た
後
は
せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
お

う
、
正
し
く
歯
み
が
き
を
し
よ
う
、
身
だ
し
な

み
を
き
ち
ん
と
整
え
よ
う
）
を
他
の
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
全
て
の
学
校

に
少
な
く
と
も
「
１
０
０
人
あ
た
り
1
基
」
の

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
施
設
面
の
整
備

も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
は
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
が
校
内
活

動
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
が
住
む
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
母
親
グ
ル
ー
プ
と
共
に
環
境
衛
生
改

善
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
か
ら
子
ど
も
へ
、
子
ど
も
か
ら
家
族
へ
、

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
、
み
ん
な
の
健
康

と
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
は
外
務
省
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連

携
無
償
資
金
協
力
事
業
」
と
し
て
、
ま
た
、
皆

様
か
ら
の
ご
寄
付
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ル
パ
ン
デ
ヒ
郡
４
行
政
村
に
お
け
る
住
民

能
力
強
化
を
通
じ
た
母
子
健
康
増
進
事
業

（
２
０
１
３
年
６
月
～
２
０
１
４
年
５
月
）

ル
パ
ン
デ
ヒ
郡
の
4
行
政
村
で
、
２
０
０
９

年
か
ら
続
け
て
き
た
母
子
保
健
事
業
が

２
０
１
４
年
5
月
末
で
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
外
務
省
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
無
償
資
金
協

力
事
業
」
を
始
め
、
た
く
さ
ん
の
個
人
の
皆
様
、

団
体
様
よ
り
ご
支
援
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
農
村
地
域
の
女
性
た
ち
が
安
心

し
て
妊
娠
・
授
乳
期
間
を
過
ご
し
、
ま
た
赤
ち
ゃ

ん
や
子
ど
も
た
ち
が
健
康
に
育
つ
環
境
つ
く
り

を
目
指
し
、
①
母
親
の
知
識
向
上
と
行
動
変
容

促
進
、
②
ト
イ
レ
建
設
や
啓
発
を
通
じ
た
環
境

衛
生
の
改
善
、
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
の
運
営
・

活
用
促
進
、
そ
し
て
④
地
域
診
療
所
の
改
善
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担

う
母
親
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
啓
発
活
動

に
よ
り
、
妊
産
婦
健
診
受
診
率
、
施
設
分
娩
率

や
ト
イ
レ
使
用
率
が
向
上
し
ま
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
連
邦
民
主
共
和
国

 -Federal D
em

ocratic R
epublic of N

epal-

面積：14.7 万 k ㎡（北海道の約 1.8 倍）
人口：2,649 万人
言語：ネパール語（公用語）
1 人あたりの GNI：730USドル（2013 年／世界銀行調べ）
5 歳未満児死亡率：40 人（1,000 人あたり、2013 年／ IGME 調べ）
妊産婦死亡率：190 人（10 万人あたり、2013 年／ WHO 等調べ）

岡山県立大学大学院前期課程

山形 真由美さん（3年） 、糸島 弘和さん、藤田 彩見さん（2年） ソム・クマール・マガルさん（カルパチョウク行政村カルタ地区）

岡山県立大学では、ネパールにおける看護の質向上を目指した研究活動を、平成 22 年度から AMDA と

の連携協働により行っています。保健福祉学研究科看護学専攻の院生である私達は、2014 年12 月 25 日か

ら 30 日までネパールを訪問し、AMDA-MINDS が実施している環境衛生事業を見学しました。現地では保

健衛生や健康問題に関するフィールドワークを行い、課題解決に向けた方策を検討しました。

訪問したあるコミュニティでは、トイレを設置していたのは 44 世帯のうち比較的裕福な 3 世帯のみでした。

コミュニティにおける実情把握の重要性を実感しました。他方、母親グループの活動では、定期的に会合を開

催して基金の運営を行ったり、またベテラン母から新米母へ知識の普及も行っているということでした。女性の

地位がまだまだ低い状況の中でも、母親自らが健康について意識や知識を持って生活していることが確認でき、

コミュニティレベルでの普及啓発活動が根付いていると感じました。

私の住んでいる地区は標高が高い山奥にあり、村の市場から歩いて 2 時間かかります（ちな

みに日本人スタッフの足では 3 時間かかります）。斜面に切り開いた農地でトウモロコシやショ

ウガを作ってなんとか生計を立てています。この事業が始まって、村の利点や問題を皆と認識

していく中で、この不便な土地でもコーヒーや果物など、高い価値を持った作物を栽培するこ

とができることを知りました。なにより嬉しいのは、私たちの村には人や資源などたくさんの可

能性があり、自分たちの努力次第でその可能性を形に変えることができる、と希望が持てるよ

うになったことです。村の仲間たちと話している夢は、10 年後に、『カルパチョウク村と言えば

○○』と言われるような特産品ができていることです。この事業が、その夢の実現に向けた第

一歩だと思い、村の仲間と協力して少しずつ前に進んでいきます。

生活改善事業を実施しているカルパチョ

ウク行政村は、2015 年に全線開通した

幹線道路に接しています。首都カトマンズ

へのアクセスが向上し、より大きな市場に

生産物を出荷するチャンスとなる反面、チャ

ンスを上手く活かせなければ、仕事を求め

て大都市に働き手が流出するリスクも秘め

ています。本事業は、自分たちの村で生き

るという選択肢を確保できるよう支援する

事業。数年先もその先も活気にあふれる

村を思い描きながら、試行錯誤の日々は

続きます。

事業統括　松本 千穂

住民グループが参加するワークショップ

石けんで手を洗う子ども達

野外排泄撲滅キャンペーンで行進する母親グループ

駐在スタッフのひとこと

私たちも応援しています 住民の声
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H
o

n
d

u
ras

中
央
ア
メ
リ
カ
の
中
部
に
位
置
す
る
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国
は
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
か
ら

１
５
０
０
ｍ
の
山
間
部
が
国
土
の
約
80
％
を

占
め
、と
う
も
ろ
こ
し
や
コ
ー
ヒ
ー
、バ
ナ
ナ
を

産
す
る
自
然
豊
か
な
国
で
す
。
そ
の
一
方
で
、

中
南
米
に
お
け
る
最
貧
国
の
一つ
に
数
え
ら
れ

て
お
り
、
人
口
の
64
・
5
％
が
貧
困
層
で
す
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ‐Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
は
、農
山
村
地
域
に
お

け
る
母
子
保
健
向
上
、
安
全
な
出
産
促
進
、

思
春
期
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
推
進
、
首

都
に
お
け
る
青
少
年
育
成
を
通
じ
た
住
み
や

す
い
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

エ
ル
・
パ
ラ
イ
ソ
県
ダ
ン
リ
市
に
お
け
る
施

設
分
娩
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
２
０
１
３
年
８
月
～
２
０
１
４
年
７
月
）

本
事
業
は
、
病
院
や
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
施
設
分
娩
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
母
子

死
亡
率
の
減
少
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
県
の

基
幹
病
院
で
あ
る
ダ
ン
リ
病
院
に
遠
方
か
ら
来

る
妊
婦
が
宿
泊
で
き
る
施
設
「
妊
婦
の
家
」
を

建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
理
的
・
経
済
的
制

約
に
よ
っ
て
施
設
分
娩
を
あ
き
ら
め
て
い
た
妊

婦
も
病
院
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
次
医
療
施
設
や
ダ
ン
リ
病
院
産

科
・
小
児
科
ス
タ
ッ
フ
へ
の
研
修
を
行
い
、
よ

り
良
い
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ダ
ン
リ
市
の
年
間

の
施
設
分
娩
数
が
９
９
６
件
か
ら
１
３
１
４
件

へ
32
％
増
加
し
、
ま
た
自
宅
分
娩
も
６
４
９
件

か
ら
３
３
５
件
へ
48
％
減
少
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
事
業
は
外
務
省
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連

携
無
償
資
金
協
力
事
業
」
と
し
て
、
ま
た
、
皆

様
か
ら
の
ご
寄
付
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
生
活
協
同
組
合
お
か
や
ま
コ
ー
プ
」

か
ら
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
ダ
ン
リ
市
周
辺

の
山
村
で
「
妊
婦
ク
ラ
ブ
活
動
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
出
産
を
控
え
た
妊
婦
た
ち
を
集

め
て
行
う
保
健
教
育
活
動
で
、
２
０
１
４
年
度

は
ダ
ン
リ
市
の
6
ヵ
所
の
保
健
所
で
行
い
ま
し

た
。
延
べ
７
０
０
人
の
妊
婦
が
参
加
し
、
妊
娠
・

出
産
の
時
期
に
必
要
な
栄
養
素
や
、
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
栄
養
価
の
高
い
料
理
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
市
街
地
か
ら
遠
い
山
村
に
暮

ら
す
女
性
た
ち
に
と
っ
て
妊
婦
ク
ラ
ブ
で
の
保

健
教
育
は
、
安
全
な
お
産
を
す
る
た
め
の
知
識

を
得
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ル
・
パ
ラ
イ
ソ
県
南
部
3
市
に
お
け
る

母
と
子
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
２
０
１
４
年
８
月
～
現
在
）

エ
ル
・
パ
ラ
イ
ソ
県
の
南
部
に
位
置
す
る

テ
ク
シ
グ
ア
、
バ
ド
・
ア
ン
チ
ョ
、
ヤ
ウ
ユ
ぺ

の
3
市
は
同
県
の
保
健
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
最
も

行
き
届
か
な
い
地
域
で
、
特
に
母
子
の
健
康
状

態
が
悪
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

同
県
保
健
事
務
所
か
ら
の
協
力
要
請
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
経
験
を
活
か
し
て
、
母
子
保

健
の
改
善
を
目
指
し
た
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
本
事
業
で
は
、
地
域
の
保
健

所
の
ス
タ
ッ
フ
や
住
民
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

研
修
、
妊
産
婦
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
薬
局
の

設
置
・
運
営
支
援
、
母
子
保
健
に
関
す
る
関
係

者
間
の
連
携
強
化
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ア
ク
セ
ス
の
困
難
な
地
域
で
す
が
、
地

域
の
保
健
所
や
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協

力
事
業
と
し
て
、
ま
た
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付

を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ダ
ン
リ
市
山
間
部
に
お
け
る
思
春
期
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
２
０
１
５
年
３
月
～
現
在
）

エ
ル
・
パ
ラ
イ
ソ
県
で
は
、
19
歳
以
下
の
若

年
層
の
妊
婦
が
多
く
、
特
に
ダ
ン
リ
市
山
間
部

で
は
妊
婦
の
ほ
ぼ
半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す

（
妊
婦
の
家
利
用
者
の
9
割
が
山
間
部
居
住
者
で

そ
の
46
％
が
19
歳
以
下
）。
若
年
妊
娠
は
、妊
娠
・

出
産
に
関
連
し
た
死
亡
リ
ス
ク
が
高
い
だ
け
で

は
な
く
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
含
む
性
感
染
症

の
リ
ス
ク
や
就
学
の
問
題
に
も
影
響
す
る
こ
と

か
ら
、深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

対
象
地
域
の
山
間
地
に
位
置
す
る
4
か
所
の
保

健
所
で
、
思
春
期
の
少
年
少
女
（
10
歳
～
19
歳
）

が
性
教
育
を
含
む
総
合
的
な
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
本
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
保
健
所
ス
タ
ッ
フ
へ
の
能
力
強
化

研
修
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を

通
じ
て
、
若
者
が
利
用
し
や
す
い
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
体
制
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
同
世

代
間
で
適
切
な
知
識
と
行
動
を
広
め
ら
れ
る
よ

う
、
思
春
期
の
若
者
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
ほ

か
、
教
師
や
父
母
の
研
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り

周
囲
の
理
解
促
進
を
図
り
、地
域
が
一
丸
と
な
っ

て
思
春
期
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
の
向
上

に
取
り
組
む
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
は
外
務
省
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連

携
無
償
資
金
協
力
事
業
」
と
し
て
、
ま
た
、
皆

様
か
ら
の
ご
寄
付
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ダ
ン
リ
市
山
間
部
に
お
け
る
安
全
な
出
産

促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
２
０
１
４
年
８
月
～
現
在
）

ダ
ン
リ
市
の
人
口
約
18
万
人
の
う
ち
約
7
割

が
山
間
部
に
居
住
し
て
お
り
、
妊
産
婦
の
3
割

以
上
が
家
庭
で
の
出
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
分
娩
の
で
き
る
施
設
と
し
て
、
ダ
ン
リ

市
郊
外
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
地
域
の
保
健
所
に
併
設

さ
れ
て
い
る
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す

が
、
妊
産
婦
の
施
設
分
娩
の
重
要
性
に
つ
い
て

の
理
解
不
足
な
ど
か
ら
、
依
然
と
し
て
施
設
分

娩
は
低
く
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業
で
は
、

妊
産
婦
を
含
め
た
住
民
へ
の
啓
発
活
動
を
行
い

施
設
分
娩
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
母

子
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
基
本
的
な
機
材
・
器
具

の
整
備
、
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
へ
の
能
力
強
化

研
修
を
通
じ
、
妊
産
婦
が
安
心
し
て
出
産
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
な
る
運
営
委
員
会
を

組
織
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
併
設
さ
れ

て
い
る
「
妊
婦
の
家
」
の
利
用
を
働
き
か
け
て
い

ま
す
。

な
お
、
本
事
業
は
公
益
財
団
法
人
庭
野
平
和

財
団
の
助
成
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

テ
グ
シ
ガ
ル
パ
市
に
お
け
る
青
少
年
育
成

を
通
じ
た
住
み
や
す
い

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
２
０
１
３
年
３
月
～
現
在
）

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
首
都
テ
グ
シ
ガ
ル
パ
市
は

犯
罪
発
生
率
が
高
く
、
犯
罪
の
若
年
化
も
顕
著

で
す
。
本
事
業
の
対
象
地
域
で
あ
る
同
市
の
3

地
区
に
は
、
日
本
の
交
番
を
モ
デ
ル
に
し
た
地

域
警
察
が
常
駐
し
、治
安
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
対
象
地
域
に
お
い
て
住
み
や
す
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
体
制
が
整
う
こ
と
を
目

標
と
し
、
青
少
年
育
成
に
重
点
を
置
い
た
活
動

を
3
年
計
画
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
1

年
目
で
は
８
６
１
名
に
対
し
て
研
修
を
行
い
、
そ

の
参
加
者
の
中
か
ら
61
名
の
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
し
ま
し
た
。2
年
目
と
な
る
２
０
１
４
年
度

は
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
他
の
青
少
年
へ
教
育

を
行
う
（
ピ
ア
教
育
）
活
動
を
行
い
、
３
４
５

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
対
象
の
各
地
区
で
青

少
年
リ
ー
ダ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー

か
ら
成
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
が
形
成

さ
れ
、
同
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
、
健
康
フ
ェ
ア
や
清
掃
活
動
な

ど
の
地
域
奉
仕
等
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、対

象
地
域
の
青
少
年
と
大
人
た
ち
が
協
力
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
3
年

目
に
は
、
ピ
ア
教
育
を
さ
ら
に
進
め
て
、
よ
り
多
く
の
青
少
年

の
参
加
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ

が
自
主
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
実
践
を
側
面
支
援
し
な
が
ら
更

な
る
能
力
強
化
を
図
る
ほ
か
、
地
域
と
の
協
力
体
制
を
強
化
し

ま
す
。
ま
た
、
他
地
域
に
お
い
て
同
様
の
活
動
が
展
開
さ
れ
る

よ
う
、
3
年
の
事
業
実
施
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
ま
と
め
、
本
事
業
の
モ
デ
ル
化
を
目
指
し

ま
す
。

な
お
、
本
事
業
は
外
務
省
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
無
償
資
金
協

力
事
業
」
と
し
て
、
ま
た
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を
受
け
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国

 -R
epublic of H

onduras-

面積：11.2 万 k ㎡（日本の約 3 分の1 倍）
人口：810 万人
言語：スペイン語（公用語）
1 人あたりの GNI：2,180USドル（2013 年／世界銀行調べ）
5 歳未満児死亡率：22 人（1,000 人あたり、2013 年／ IGME 調べ）
妊産婦死亡率：120 人（10 万人あたり、2013 年／ WHO 等調べ）

生活協同組合おかやまコープ　井笠エリア委員会委員長

金高 さおりさん（後列右端）

フロール・デル・カンポ地区サウル・セラヤ・ヒメネス校の青少年リーダー
ジブラン・パディージャさん　（17 歳 / 高校 1 年生）　

2014 年度よりおかやまコープでは、ホンジュラスの妊婦クラブ活動の支援に取り組むことになり、
まず、ホンジュラスってどこにあるの？どんな国？？を知ることから始めようと、先陣をきって出前講座
を開催しました。「まるごとホンジュラス」の名前通り、AMDA-MINDS の方からお話を伺うだけで
なく、現地から取り寄せた料理の試食もしながら、頭で心で口で、ホンジュラスを感じ、想いをはせ
ました。

講座では、私たちの募金がホンジュラスでどのように役立っているのかを知ることができ、参加者
からも「私たちがいかに恵まれているかよく分かった」「妊婦さんの想像もできない大変な生活のため
にも支援していきたい」など、同じ女性としての声が多く寄せられました。回を重ねるたび、内容も
工夫がこらされ、サルサダンスを楽しむなど各エリアで広がりをみせています。2015 年度も出前講
座でしっかり学習を深め、継続して心からの支援をしていきたいと思っています。

僕は引っ込み思案な性格で、人前で喋ることも得意ではありません。青少年リーダーに選ばれた
ときは、嬉しかったというよりは、大きな驚きと自分にリーダーが務まるのかという不安の方が大き
かったです。青少年リーダーとしての約 1 年半活動してきましたが、新しい自分を発見する日々でし
た。学校でピアエデュケーション活動をするため、2 学年下の生徒達の前に初めて立ったときには、
あまりの緊張から逃げ出したくなりましたが、リーダー仲間の支えもあり、何とか研修を実施するこ
とができました。研修も回を重ねるごとに、自分の中でも上手になってきたという手応えがあり、教
えることの面白味も感じるようになりました。また、コミュニティ・グループのメンバーとしても活動に
参加しました。自分たちが企画・準備をした活動に、コミュニティの住民が多く集まり喜んでくれる
姿を見て、何とも言えない充実感を覚えました。

悲惨な幼少・青春時代。日本であれば

このように形容されるであろう若者がここ

には普通にいます。10 歳になる前に両親

に捨てられ親戚の中で肩身の狭い思いをし

ている若者、親がいても虐待を受けてい

る若者などなど。そのような環境で、非

行に走ってしまうのは仕方のないことなの

ではないかとも思える時があります。プロ

ジェクトで育成した若者たちが希望を取り

戻し、将来の夢などを語りだしている姿を

見るのは私にとっても大きな喜びです。

事業統括　山田 留美子

駐在スタッフのひとこと

青少年リーダーの声私たちも応援しています

緊急搬送委員会へのトレーニング
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み
の
一
環
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
運
営
と
技
術
指
導
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
保
健
省
か
ら
耕
作
用
の
土
地

（
2.8

 

ha
）
の
提
供
を
受
け
、
大
豆
や
緑
黄
色
野
菜

を
栽
培
し
、
同
地
区
で
活
動
す
る
保
健
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
地
区
内
の
栄

養
不
良
の
子
ど
も
に
タ
ン
パ
ク
源
や
ビ
タ
ミ
ン

源
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
地
域
住
民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
農
業
に
加
え
、
養
鶏
、
養
殖
、

駐
車
場
の
運
営
な
ど
の
活
動
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
則
岡
美
保
子
医
師
の

ご
寄
付
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
賃
貸
住
宅
の
家
賃

収
入
や
、
生
活
協
同
組
合
お
か
や
ま
コ
ー
プ
か

ら
の
支
援
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
、
そ
し
て
青

年
海
外
協
力
隊
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、

ル
サ
カ
市
保
健
局
な
ら
び
に
地
域
の
代
表
者
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
運
営
委
員
会
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
お
り
、
青
年
海
外
協
力
隊
も
配
属
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

ク
リ
ス
ト
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
感
染
拡
大

に
よ
り
事
業
の
一
時
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
2
年
次
以
降
、
サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
ス
ー

パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
践
し
て
い
く
中
で
、
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
は
、
２
０
１
３
年
5
月
よ
り

4
年
間
の
予
定
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
技
術
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ア
ス
カ
・
ワ
ー
ル
ド
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
と
共
同
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
南
部
に
位
置
す
る
ザ
ン
ビ
ア
共

和
国
は
、
１
９
６
４
年
の
独
立
以
来
、
紛

争
を
経
験
し
て
い
な
い
、
ア
フ
リ
カ
で
も
っ

と
も
平
和
な
国
の
一
つ
で
す
。し
か
し
、
人

口
の
6
割
以
上
に
あ
た
る
約
８
０
０
万
人

が
1
日
1
・
25
米
ド
ル
以
下
（
世
界
銀
行

が
定
め
る
貧
困
ラ
イ
ン
）
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
人
口
密
度

の
高
い
首
都
ル
サ
カ
市
や
地
方
都
市
に
住

む
貧
困
層
は
、
厳
し
い
生
活
環
境
と
不
安

定
な
収
入
等
に
起
因
す
る
様
々
な
健
康
上

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

西
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共

和
国
は
、
２
０
０
２
年
ま
で
10
年
以
上
に
わ

た
り
続
い
た
内
戦
に
よ
り
、
国
の
経
済
、
社
会
、

保
健
シ
ス
テ
ム
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

し
た
。
乳
幼
児
死
亡
率
、
妊
産
婦
死
亡
率

な
ど
の
保
健
指
標
が
世
界
で
最
も
悪
い
数
値

を
示
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
妊
娠
中
、
授
乳

中
の
母
親
や
5
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
無
料
提
供
が
開
始
さ

れ
、
妊
産
婦
健
診
や
乳
幼
児
の
予
防
接
種
と

い
っ
た
一
次
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
受
診
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
、
そ
の
質
に

は
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

都
市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
小
児
保
健
シ
ス
テ
ム
強

化
事
業

（
２
０
１
１
年
２
月
～
２
０
１
４
年
３
月
）

本
事
業
は
、ザ
ン
ビ
ア
保
健
省
を
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
、
ル
サ
カ
市
で
確
立
さ
れ
た
小
児
保
健
の

予
防
促
進
の
シ
ス
テ
ム
を
地
方
都
市
（
中
央
州

カ
ブ
ウ
ェ
市
、
コ
ッ
パ
ー
ベ
ル
ト
州
ン
ド
ラ
市
、

北
西
部
州
ソ
ル
ウ
ェ
ジ
市
）
に
普
及
、
定
着
さ

せ
、
そ
の
成
果
や
教
訓
を
同
国
の
小
児
保
健
政

策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。
対
象
地
域
の
各
都
市
に
お
い

て
、「
小
児
保
健
」
と
「
環
境
衛
生
」
の
分
野

で
、
保
健
行
政
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
を
高
め
る
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
育
成
し
、
両
者
の
連
携
を
軸
に
し
て
乳
幼

サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

強
化
事
業

（
２
０
１
３
年
５
月
～
現
在
）　

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で
は
、
２
０
１
０
年
か
ら
、
妊

娠
中
、
授
乳
中
の
母
親
や
乳
幼
児
へ
の
保
健
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
提
供
す
る
「
フ
リ
ー
ヘ
ル

ス
ケ
ア
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
援
助
機
関
等
に
よ
る
保
健
分
野
へ

の
支
援
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
母
子
保
健

を
含
め
た
一
次
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク

セ
ス
は
顕
著
な
改
善
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
予
算
や
人
材
の
不
足
は
解
決
し
て
お
ら
ず
、

増
加
す
る
利
用
者
に
対
し
て
、
充
分
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
て
い
な
い
厳
し
い
現
実
が
突
き

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

児
の
健
康
改
善
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
支
援
し

ま
し
た
。
ま
た
、
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

を
支
え
る
「
収
入
創
出
」
活
動
を
導
入
し
、
シ

ス
テ
ム
の
持
続
性
に
も
注
力
し
ま
し
た
。
本
事

業
を
通
じ
て
、
対
象
地
域
に
お
け
る
マ
ラ
リ
ア

や
下
痢
疾
患
の
罹
患
率
は
顕
著
に
改
善
す
る
な

ど
、高
い
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
事
業
終
了
後
、

２
０
１
４
年
12
月
に
行
っ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
に
お
い
て
も
、
本
事
業
で
構
築
し
た
シ
ス
テ

ム
を
活
か
し
て
、保
健
ス
タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
協
力
し
た
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
事
業
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協
力
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ア
ス
カ
・
ワ
ー
ル
ド
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
と
共
同
で
実
施
し

ま
し
た
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業

（
２
０
０
２
年
～
現
在
）

ル
サ
カ
市
に
あ
る
貧
困
地
区
の
一
つ
で
あ
る

ジ
ョ
ー
ジ
地
区
に
お
い
て
、
住
民
た
ち
が
自
ら

の
力
で
持
続
的
に
健
康
増
進
を
進
め
て
い
く
試

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
、
保
健
衛
生
省
か
ら
各
県
の
保
健
管
理

局
、
そ
し
て
県
内
の
各
地
域
の
保
健
施
設
へ
の

監
督
指
導
体
制
（
＝
サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
ス
ー
パ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
）
の
整
備
が
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
が
保
健
省
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
に
よ
り
立
案
さ
れ
ま
し
た
。
中
央
省
か
ら

各
県
へ
の
、
そ
し
て
各
県
か
ら
県
内
保
健
施
設

へ
の
監
督
体
制
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
各
診
療
所
や
各

県
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
課
題
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
の
支
援

が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
事
業
は
、
保
健
衛
生
省
の
職
員
に
加
え
、

対
象
4
県
の
保
健
管
理
局
職
員
の
能
力
強
化
を

図
り
、
一
次
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
進
め
て

い
ま
す
。

1
年
目
に
あ
た
る
２
０
１
３
年
度
は
、
サ
ポ
ー

テ
ィ
ブ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
施
状
況
を
把

握
し
、
そ
の
改
善
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
監
督
を
実
施
す
る
保
健
衛
生
省
職
員
の
能

力
強
化
を
図
り
、
監
督
を
行
う
た
め
の
チ
ェ
ッ

ザ
ン
ビ
ア
共
和
国

 -R
epublic of Z

am
bia-

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国

 -R
epublic of S

ierra Leone-

面積：75 万 k ㎡（日本の約 2 倍）
人口：1,454 万人
言語：英語（公用語）
１人あたりの GNI：1,480USドル（2013 年／世界銀行調べ）
5 歳未満児死亡率：87人（1,000 人あたり、2013 年／ IGME 調べ）
妊産婦死亡率：280 人（10 万人あたり、2013 年／ WHO 等調べ）

面積：7.2 万 k ㎡（九州の約 2 倍）
人口：610 万人
言語：英語（公用語）
1 人あたりの GNI：580USドル（2012 年／世界銀行調べ）
5 歳未満児死亡率：161 人（1,000 人あたり、2013 年／世界銀行調べ）
妊産婦死亡率：1,100 人（10 万人あたり、2013 年／ WHO 等調べ）

2014 年12月、10ヶ月振りにザンビア

を訪問しました。ザンビアを離れた後は、

日本から支援を行っていましたが、実際

に現地でどれ程活動が進められているの

か、渡航前は不安と期待が入り混じった気

持ちでした。そして一緒に働いたザンビア

人との懐かしの再会。彼等が活動を継続

し、更に彼等の頑張りがコミュニティの人々

の幸せに繋がり始めていることが分かりま

した。これまで我々がやってきたことが間

違っていなかったことを実感でき、努力が

報われた瞬間でした。

海外事業部　大谷 聡

これまで縁の無かったシエラレオネに赴

任し、右も左も分からない中で東奔西走し、

カウンターパートの方 と々の信頼関係・絆

の構築を心掛けてきました。多くの方々の

ご理解とご協力に感謝しております。残念

ながら、エボラ熱の感染拡大により、本

事業は2014 年 8月以降、一時中断を余

儀なくされましたが、その後の保健医療シ

ステム強化の成否が、この国の「いのち」

の安心に直結していくと考えています。

保健情報分析専門家　西野 義崇

スタッフのひとこと駐在スタッフのひとこと
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J
a
p

a
n

国
内
事
業
は
、
広
報
チ
ー
ム
と
連
携
促

進
チ
ー
ム
で
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
広

報
チ
ー
ム
は
、
団
体
の
情
報
発
信
、
講
演
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
、
現
地
で
得
た
知

見
や
経
験
を
日
本
社
会
に
還
元
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
連
携
促
進
チ
ー
ム
は
企
業

や
団
体
と
の
連
携
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
企

画
運
営
、
寄
付
者
、
会
員
の
増
加
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■
情
報
発
信

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
（
季
刊
）、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂｏｏ
ｋ
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で
日
々
の
活

動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更
新

情
報
な
ど
を
支
援
者
の
方
々
に
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

■
メ
デ
ィ
ア
・
雑
誌
掲
載

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
の
活
動
や
駐
在
ス

タ
ッ
フ
が
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
各
紙
に

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

6
月
8
日　

は
じ
け
る
世
界
の
笑
顔
／
毎
日
新
聞

6
月
18
日　
「
社
会
貢
献
、
実
感
し
た
く
て
」
岡
大
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ

職
員
／
毎
日
新
聞

8
月
18
日　

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
世
界
で
信
頼
30
年
／
毎
日
新
聞

8
月
22
日　

希
望
を
求
め
て
／
毎
日
新
聞

10
月
14
日　

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
交
流
サ
イ
ト
で
募
金
活
動
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ

10
月
18
日　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
が
経
験
語
る
／
毎
日
新
聞

12
月　

世
界
の
産
声
に
耳
を
澄
ま
す
／
小
説
ト
リ
ッ
パ
ー

（
朝
日
新
聞
出
版
）

12
月
1
日　

設
立
30
年 

世
界
で
医
療
支
援
重
ね 

記
念
祝
賀
会

に
５
０
０
人
／
毎
日
新
聞

1
月
15
日　

中
米
で
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
妊
婦
支
援
学
ぶ　

連
携
協
定

締
結
の
お
か
や
ま
コ
ー
プ
／
山
陽
新
聞

2
月　

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
／

か
ま
く
ら
春
秋
（
か
ま
く
ら
春
秋
社
）

■
講
演

国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て
、
小
学
校

を
始
め
と
す
る
教
育
機
関
に
ス
タ
ッ
フ
を
講
師

と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。
岡
山
県
国
際
交
流
協

会
の
「
国
際
理
解
学
習
プ
ラ
ン
」
に
提
案
し
て

採
択
さ
れ
た
企
画
で
は
、
2
校
の
小
学
校
90
人

に
異
文
化
に
つ
い
て
体
験
を
通
じ
て
感
じ
・
考

え
る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。
そ
の
他
企
業
や

奉
仕
団
体
等
に
、
ス
タ
ッ
フ
を
30
回
以
上
講
師

と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
の
各
国
の
活
動
紹
介
に
加
え
、

国
際
協
力
分
野
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
や
一

般
市
民
が
参
加
で
き
る
国
際
協
力
活
動
に
つ
い

て
な
ど
、
要
望
に
応
じ
て
様
々
な
テ
ー
マ
で
お

話
し
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
で

は
、
講
師
派
遣
の
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

広
島
国
際
大
学
、
出
雲
市
出
西
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
／
環
太
平
洋
大
学
／
岡
山
大
学
／
吉
備

野
工
房
ち
み
ち
／
大
阪
青
年
会
議
所
／
宇
治
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

／
お
か
や
ま
コ
ー
プ
井
笠
エ
リ
ア
／
金
沢
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／

真
庭
市
立
川
東
小
学
校
／
岡
山
朝
日
高
校
／
香
川
大
学
／
お
か
や

ま
コ
ー
プ
倉
敷
エ
リ
ア
／
中
外
製
薬
株
式
会
社
（
藤
枝
工
場
）
／

青
山
学
院
大
学
／
岡
山
県
立
大
／
鳥
取
大
学
／
お
か
や
ま
コ
ー
プ

西
エ
リ
ア
／
海
老
名
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
鎌
倉
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
／
里
庄
町
（
立
志
式
）
／
総
社
市
立
山
手
小
学
校

■
主
催
イ
ベ
ン
ト
か
ら

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
で
は
、
活
動
報
告

会
を
始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
く
機
会
を
設

け
ま
し
た
。「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
リ
レ
ー
」
や
「
ご
は

ん
de
チ
ャ
リ
テ
ィ
」
な
ど
、
新
し
い
企
画
も
始

め
ま
し
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

活
動
報
告
会
～
ザ
ン
ビ
ア
編
～
（
４
月
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
業
」
に
参
加
し

た
青
年
海
外
協
力
隊
員（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
帰
国
の
機
会
に
、
報
告
会
を
行
い
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

ス
タ
ッ
フ
と
参
加
者
の
み
な
さ
ん
で
座
談
会
を

行
い
、
普
段
の
報
告
会
で
は
十
分
に
時
間
が
取

れ
な
い
質
疑
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
回
は
岡
山
要
約
筆
記
ク
ラ
ブ

の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
発
表
内
容
を
表
示
し
、
こ
れ
ま
で
遠

慮
さ
れ
て
い
た
支
援
者
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ‐Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
感
謝
祭
２
０
１
４

（
６
月
）

日
頃
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
を
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
、
各
国
の
事
業
統
括
が
一
斉
に
一
時
帰
国
す

る
の
に
合
わ
せ
て
岡
山
市
内
で
感
謝
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
事
業
統
括
を
始
め
と
す
る

当
団
体
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
、
支
援
者
同
士
の

交
流
も
あ
り
、
和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
課
外
授
業
へ
よ
う
こ
そ
‐
今
日
か
ら
考

え
る
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ‐」
（
10
月
）

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
ネ
パ
ー
ル
、
シ
エ
ラ
レ
オ

ネ
で
働
く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ

が
、
活
動
報
告
に
加
え
て
、
国
際
協
力
に
関
わ

る
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
（
民
間

企
業
で
の
勤
務
や
青
年
海
外
協
力
隊
、
大
学
院

な
ど
）
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

「
Ｓｍ
ｉ
ｌｅ
リ
レ
ー（
笑
顔
の
写
真
展
）」

（
６
月
～
）

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
が
活
動
す
る
現
地

の
人
々
、
ス
タ
ッ
フ
の
「
笑
顔
」
の
写
真
を
各

地
で
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
写
真
は
ス
タ
ッ
フ

が
活
動
を
通
し
て
撮
っ
て
き
た
も
の
で
、
た
く

さ
ん
の
「
笑
顔
」
は
お
互
い
に
心
が
通
じ
合
っ

た
瞬
間
、
現
地
の
人
々
と
信
頼
関
係
を
築
い
た

結
果
で
す
。

教
育
機
関
か
ら
は
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
や
国

際
貢
献
推
進
月
間
な
ど
に
合
わ
せ
て
展
示
依
頼

が
あ
り
、
多
く
の
方
々
に
写
真
を
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

６
月
７
日
～
15
日
：
ｐ
ｉ
ｅ
ｎ
ｉ 

ｄ
ｅ
ｕ
ｘ

６
月
16
日
～
20
日
：
岡
山
大
学
（
岡
山
）

７
月
３
日
～
16
日
：
岡
山
県
立
城
東
高
校
（
岡
山
）

７
月
24
日
～
30
日
：
環
太
平
洋
大
学
（
岡
山
）

８
月
30
日
～
31
日
：
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
大
阪
／
大
阪
青

年
会
議
所
主
催
）

９
月
27
日　

コ
ー
プ
フ
ェ
ス
タ
（
岡
山
／
生
活
協
同
組
合
お
か
や

ま
コ
ー
プ
主
催
）

10
月
１
日
～
３
日
：
国
際
貢
献
活
動
写
真
展(

岡
山)

10
月
４
日
～
５
日
：
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
１
４(

東
京)

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

第
３
土
曜
日
に
事
務
所
を
一
日
開
放
し
、
事

業
地
の
お
茶
や
お
菓
子
を
味
わ
い
な
が
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
話
を
聞

い
た
り
で
き
る
日
を
新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
の
事
務
所
に
気
軽
に

寄
っ
て
い
た
だ
け
る
新
し
い
取
り
組
み
で
す
。

入
退
場
自
由
、
事
前
予
約
不
要
で
、
２
０
１
５

年
６
月
か
ら
は
第
１
と
第
３
土
曜
日
の
月
２
回

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
講
座

か
な
が
わ
湘
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
共
催

で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
講
座
を
開
催
し
、

受
講
料
の
一
部
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
試
験
1
週
間

前
の
直
前
講
座
と
し
て
７
３
０
点
突
破
コ
ー
ス

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
そ
の
後

の
試
験
で
目
標
と
し
て
い
た
ス
コ
ア
の
大
台
に

乗
っ
た
と
の
ご
報
告
も
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。

ご
は
ん
de
チ
ャ
リ
テ
ィ

岡
山
県
国
際
貢
献
推
進
月
間
に
合
わ
せ
、
10

月
の
1
か
月
間
、
県
内
の
飲
食
店
6
店
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
）

を
活
用
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
投
稿
を
シ
ェ

ア
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
参
加
者
に
国
際
貢
献

の
取
り
組
み
と
、
そ
れ
を
支
援
す
る
店
舗
の
情

報
が
入
り
、
参
加
者
は
店
舗
か
ら
の
特
典
を
受

け
、
店
舗
か
ら
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
に

寄
付
が
入
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

■
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト
出
展

１
年
を
通
じ
様
々
な
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト
に

ブ
ー
ス
出
展
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
で
は
、
活
動

の
写
真
パ
ネ
ル
や
資
料
の
展
示
、
各
事
業
国
の

民
芸
品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

８
月　

ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
大
阪
／
大
阪
青
年
会
議
所
主
催
）

９
月　

コ
ー
プ
フ
ェ
ス
タ（
岡
山
／
生
活
協
同
組
合
お
か
や
ま
コ
ー

プ
主
催
）

10
月　

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
４
（
東
京
）

２
月　

ワ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
大
阪
）

■
そ
の
他

イ
ン
タ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
１
４
年
度
は
、
２
名
の
学
生
イ
ン
タ
ー

ン
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

夏
休
み
を
利
用
し
て
参
加
し
た
１
名
は
、
国

内
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
、
本
部
事
務
所
で
の
各

種
広
報
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
な
ど

国
内
事
業

ギャラリーを利用した写真展（岡山）

グローバルフェスタ

岡山県浅口郡里庄町での立志式
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株
式
会
社
の
小
児
用
コ
ト
ブ
キ
浣
腸
の
売
上
か

ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

に
岡
山
市
南
区
の
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ 

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ

Ｅ 

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｓ
が
販
売
す
る
ド
リ
ッ
プ
バ
ッ
グ

コ
ー
ヒ
ー
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
ご
寄
付
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

000000000000009

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

６
月
に
は
、
栄
養
改
善
の
た
め
に
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
牛
乳
を
届
け
よ
う
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
栄
養
補
給
が

最
も
必
要
な
、
妊
産
婦
や
子
ど
も
た
ち
に
牛
乳

を
配
布
す
る
た
め
に
寄
付
を
募
り
、
多
く
の
方

か
ら
賛
同
を
得
ま
し
た
。

12
月
に
は
歳
末
お
福
分
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、

２
月
に
は
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
、
支
援
者
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

街
頭
募
金
活
動

岡
山
県
立
岡
山
朝
日
高
校
の
１
年
Ｇ
組
40
名

よ
る
毎
月
の
餅
つ
き
大
会
と
協
賛
企
業
の
ご
協

力
を
得
た
イ
オ
ン
岡
山
店
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
、隔
年
の
婦
人
会
主
催
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

が
こ
れ
ま
で
18
回
開
催
さ
れ
、
各
国
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
大
き
な
支
援
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
月
11
日
の
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
投
函
さ
れ
た
レ
シ
ー

ト
の
売
上
額
の
１
％
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
38
年
の
歴
史
を
持
つ
同
店
は
９
月
30
日
で

閉
店
し
ま
し
た
が
、
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
の
投
函

ボ
ッ
ク
ス
は
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
イ
オ
ン

モ
ー
ル
岡
山
店
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ご
支
援
い
た
だ
い
た
団
体
・
企
業

（
50
音
順
、
敬
称
略
）

厚
木
県
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
鎌
倉
ク
ラ
ブ
／
ア
ル

バ
ー
チ
ョ
／
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
／
一
般
財
団
法
人
ジ
ャ

ス
ト
・
ギ
ビ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
／
宇
治
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
大

阪
青
年
会
議
所
／
岡
山
県
立
岡
山
朝
日
高
校
／
か
な
が
わ
湘
南

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
金
沢
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
カ
フ
ェ
ム
ジ

カ
／
カ
フ
ェ
モ
ニ
／
株
式
会
社
ア
マ
ッ
ク
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

／
株
式
会
社
Ｍ
Ｋ
Ｍ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
／
株
式
会
社
大
阪
フ
ー

ド
／
株
式
会
社
オ
プ
ト
ロ
ム
／
株
式
会
社
セ
プ
テ
ー
ニ
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
／
株
式
会
社
東
京
フ
ー
ド
／
株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ
／

ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｄ
ｏ
株
式
会
社
／
神
戸
甲
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
／

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
／
札
幌
臨
床
精
神
薬
理
研
究
会
／
里
庄

町
教
育
委
員
会
／
下
山
珈
琲
／
出
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／

生
活
協
同
組
合
お
か
や
ま
コ
ー
プ
／
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
・
ド
ッ

ト
コ
ム 

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
／
ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ 

う
お
と
り
／
中

外
製
薬
株
式
会
社
／
特
定
非
営
利
活
動
法
人
三
瓶
ス
ラ
ウ
ェ
シ
友

好
促
進
セ
ン
タ
ー
／
ｐ
ｉ
ｅ
ｎ
ｉ
・
・ 

ｅ
ｃ
ｏ
ｌ
ｅ
＋
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

／
日
向
市
じ
と
っ
こ
組
合
岡
山
田
町
店
／
ベ
ビ
ー
フ
ェ
イ
ス
プ
ラ

ネ
ッ
ツ
倉
敷
店
／
ム
ネ
製
薬
株
式
会
社
／
野
菜
食
堂
こ
や
ま
／
ヤ

フ
ー
株
式
会
社

■
資
金
調
達

様
々
な
方
法
・
媒
体
を
通
じ
、
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
つ
き
商
品

２
０
１
３
年
度
よ
り
引
き
続
き
、
ム
ネ
製
薬

に
携
わ
り
ま
し
た
。
も
う
１
名
は
春
休
み
の
期

間
に
、国
内
及
び
海
外
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

事
務
所
内
の
作
業
や
、
県
内
外
で
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
活
動
を

支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

000000000000009

■
企
業
・
団
体
と
の
連
携

２
０
１
４
年
度
も
様
々
な
企
業
・
団
体
か
ら

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

団
体
会
員

株
式
会
社
富
士
メ
ガ
ネ
、
松
野
建
設
株
式

会
社
、
ム
ネ
製
薬
株
式
会
社
、
広
島
国
際
大
学
、

テ
ッ
ク
フ
ク
ナ
ガ
株
式
会
社
、
中
外
製
薬
株
式

会
社
、
い
ち
よ
し
証
券
株
式
会
社
、
有
限
会
社

ニ
ッ
テ
ィ
・
グ
リ
ッ
テ
ィ
、
正
田
醤
油
株
式
会
社
、

有
限
会
社
ク
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ダ
イ
ン

■
事
例
紹
介

生
活
協
同
組
合
お
か
や
ま
コ
ー
プ

２
０
１
３
年
度
に
引
き
続
き
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ

ス
の
妊
婦
ク
ラ
ブ
活
動
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
10
月
の
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
月
間
」

を
中
心
に
、
組
合
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
や
、
店

舗
で
の
募
金
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
支
援
で
す
。

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、「
ま
る
ご
と
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
」
と
題

し
、
活
動
報
告
に
加
え
て
地
の
文
化
な
ど
も
紹

介
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
料
理
や
コ
ー
ヒ
ー
の
試
食

も
す
る
催
し
を
３
つ
の
店
舗
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
に
一
度
お
か
や
ま
コ
ー
プ
が
開
催

す
る
コ
ー
プ
フ
ェ
ス
タ
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
の
活
動
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

000000000000009

ぼ
て
ぢ
ゅ
う
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
東
京
フ
ー
ド
と
株
式
会
社
大
阪

フ
ー
ド
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
国
際
協

力
を
行
う
に
あ
た
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ

Ｓ
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
ば
れ
、
全
国
の
ぼ

て
ぢ
ゅ
う
、
ぼ
て
ぢ
ゅ
う
屋
台
約
70
店
舗
に
募

金
箱
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
募
金
は
ア
ジ
ア
で

の
栄
養
に
係
る
事
業
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

000000000000009

中
外
製
薬

中
外
製
薬
か
ら
ご
支
援
を
受
け
、ミ
ャ
ン
マ
ー

連
邦
共
和
国
マ
グ
ウ
ェ
地
域
パ
コ
ク
郡
ミ
ン
・

マ
・
テ
イ(

Ｍ
ｉ
ｎ 

Ｍ
ａ 

Ｔ
ｈ
ａ
ｙ
）
村
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
し
た
。

病
院
の
あ
る
郡
中
心
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ

の
村
で
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
機
会
が

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
保

健
教
育
や
予
防
接
種
に
利
用
さ
れ
、
健
康
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
村
の
健
康
増
進
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

村
人
た
ち
は
、
計
画
の
策
定
か
ら
費
用
の
一

の
皆
さ
ん
が
岡
山
駅
前
と
表
町
商
店
街
で
街
頭

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
高
校
生
が
企
画
し

た
こ
の
活
動
で
は
、
ま
ず
は
募
金
が
活
用
さ
れ

る
途
上
国
の
現
状
を
知
ろ
う
と
、
事
前
に
当
団

体
ス
タ
ッ
フ
か
ら
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
募
金

活
動
当
日
は
12
月
の
寒
い
日
で
し
た
が
、
声
を

出
し
て
道
行
く
人
々
に
支
援
を
呼
び
か
け
る
と
、

多
く
の
方
々
が
足
を
止
め
て
募
金
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
で
は
募
金
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
金
箱

岡
山
県
内
を
中
心
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
施
設
・
店

舗
（
50
音
順
、
敬
称
略
）

ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ 

う
お
と
り
／
Ｃ
Ｏ
Ｚ
Ｙ
／
株
式
会
社
サ
ン

マ
ル
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／
高
杉
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

／
は
ま
ゆ
う
／
日
向
市
じ
と
っ
こ
組
合 

岡
山
田
町
店
／
ぼ

て
ぢ
ゅ
う
・
ぼ
て
ぢ
ゅ
う
屋
台
／
ゆ
と
り
空
間
理
容
に
し

の
／
焼
肉
桃
苑
／
ｏ
ｎ
ｅ 

ｄ
ａ
ｙ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ネ
ッ
ト
募
金
（http://dona

tion.yahoo.co.jp

）、
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｄ
ｏ
（http://

gooddo.jp

）
に
て
様
々
な
形
で
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
（
２
０
１
３
年
12
月
24
日
取
得
）
で
す
。
当

団
体
へ
の
会
費
や
ご
寄
付
は
、
個
人
の
方
も
企

業
も
一
定
の
条
件
で
税
制
優
遇
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
当
団
体
が
発
行
す
る
領
収
証
を
お
手

元
に
保
管
の
う
え
、
個
人
の
方
は
翌
年
2
月
の

確
定
申
告
で
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

部
負
担
、
資
材
の
調
達
、
建
設
作
業
ま
で
主
体

的
に
取
り
組
み
、
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
５
年
２ 

月
１ 

日
に
完
成
し
ま
し
た
。

000000000000009

イ
オ
ン
岡
山
店
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
岡
山

00000000000009

昨
年
閉
店
し
た
イ
オ
ン
岡
山
店
で
は
、
岡

山
市
青
江
町
内
会
、
岡
山
市
岡
南
学
区
婦
人
会
、

岡
山
南
警
察
署
少
年
協
助
員
第
１
班
の
皆
様
に

BESSO COFFEE BEANS　別曽 拓也さん

当店は、岡山市にある自家焙煎珈琲豆の専門店です。生活をより豊かにする一杯を届けるた

め、スペシャルティコーヒーとよばれる高品質の生豆を丁寧に焙煎し、販売しています。コーヒー豆

は、AMDA-MINDS も活動しているホンジュラスのような南米諸国を始め、遠く離れた国で生産

され日本に輸入されています。そこには、豊かさからかけ離れた人たちが多く暮らしており、何か

出来ることはないかと考えを巡らせていました。そこで、当店のドリップバッグの売り上げの一部を

AMDA-MINDS に寄付する、という形にたどり着きました。もちろん全ての人を豊かにすること

は出来ませんが、当店のコーヒーを通じ、コーヒーを飲んでくださったお客様と世界のどこかのも

う1人を笑顔に出来たら、と思っています。味と鮮度に一切妥協していない、専門店ならではのドリッ

プバッグで、みなさんも一緒に AMDA-MINDS を応援していきましょう。

支援者からのメッセージ

事業地の子どもたちと触れ合うインターン

まるごとホンジュラス

村の人たち待望のコミュニティセンター

パッケージが新しくなったコトブキ浣腸

イオン岡山で感謝状の贈呈
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２０１４年度 事業一覧活動年表

2007

4 月 国内 特定非営利活動法人 AMDA 社会開発機構設立　特定非営利活動法人アムダより以下の事業を承継

ミャンマー 中央乾燥地における保健・社会開発・生計向上事業

コーカン特別区（現コーカン自治地域）における母子保健事業

ネパール 西タライ地域ルパンデヒ郡における母子保健事業

インドネシア バンダアチェにおける津波被災児童のための心のケア支援事業（～ 2008 年 2 月）

ニアス島震災地における保健衛生環境改善事業（～ 2008 年 5 月）

南アチェ県における心と体のケアを通じたコミュニティ復興支援事業（～ 2008 年 6 月）

ベトナム バッカン省における母子健康促進事業（～ 2009 年 7 月）

ザンビア ルサカ市における結核対策事業（～ 2007 年 12 月）

ルサカ市ジョージ地区におけるコミュニティセンター事業（～ 2014 年 3 月）

ジブチ 難民医療支援事業（～ 2011 年 2 月）

ケニア ナイロビ市における初等教育・環境衛生改善事業（～同年 6 月）

ホンジュラス テグシガルパ市などにおける青少年育成・HIV 予防啓発事業（～ 2013 年 12 月）

エルパライソ県トロヘス市におけるコミュニティ薬局事業（～同年 7 月）

ペルー リマ市カラバイヨ地区における母子栄養改善事業（～ 2009 年 3 月）

7 月 緊急救援 新潟県中越沖地震被災者への緊急支援活動を実施

8 月 ホンジュラス エルパライソ県における母子保健事業を開始（～ 2012 年 3 月）

2008

2 月 ザンビア ルサカ市における結核対策事業を開始（対象地域拡大・施設整備）（～ 2009 年 2 月）

4 月 国内 平成 20 年度 NGO 相談員を受託（以降平成 25 年度まで受託）

5 月 緊急救援 ミャンマー・サイクロンナルギス緊急支援活動を実施（～同年 6 月）

6 月 ザンビア ルサカ市における結核・エイズ統合治療支援事業を開始（～ 2010 年 11 月）

10 月 ホンジュラス ホンジュラス洪水被害に対する緊急支援活動を実施（～同年 11 月）

12 月 ジブチ ソマリア・エチオピア難民リファラル強化事業を開始（～ 2012 年 2 月）

2009 4 月 ペルー
味の素株式会社との連携によるリマ市カラバイヨ地区における母子栄養改善・地域ネットワーク促進事業を開始（～
2012 年 3 月）

2010

1 月 緊急救援 （特活）アムダが実施するハイチ地震緊急支援活動の人材派遣と側面支援を実施

2 月 ミャンマー パコク郡における「Healthy Village（健康な村）」事業を開始（～ 2015 年 2 月）

11 月 ネパール タライ地域（ルパンデヒ郡・ナワルパラシ郡）における母子保健事業を開始（ナワルパラシ郡：～ 2013 年 3 月）

2011

1 月 ザンビア ルサカ市における小児を中心とした結核対策事業を開始（～ 2013 年 2 月）

2 月 ザンビア 都市コミュニティ小児保健システム強化事業を開始（～ 2014 年 3 月）

3 月 緊急救援 （特活）アムダが実施する東日本大震災緊急支援活動の人材派遣と側面支援を実施（～ 同年 4 月）

ネパール シッダールタ母子専門病院周産期医療向上事業開始（～ 2013 年 6 月）

6 月 ネパール カマリヤ行政村医療施設整備事業を実施

10 月 緊急救援 ミャンマー・パコク洪水被災者への緊急支援活動を実施（～同年 11 月）

2012
8 月 ホンジュラス エルパライソ県トロヘス市における母子保健センター利用促進事業を開始（～ 2013 年 7 月）

11 月 緊急救援 （特活）アムダが実施するグアテマラ地震緊急支援活動の人材派遣と側面支援を実施

2013

2 月 インドネシア 南スラウェシ州シンジャイ県における酪農技術向上支援事業を開始

ミャンマー ナムトゥ郡における健康希求行動改善事業を開始（～ 2015 年 1 月）

3 月 ホンジュラス テグシガルパ市における青少年育成を通じた住みやすいコミュニティづくり支援事業を開始

緊急救援
（特活）アムダが実施するミャンマー・メティラ郡暴動被災者への緊急支援活動の人材派遣と側面支援を実施（～同
年 6 月）

5 月 シエラレオネ サポーティブスーパービジョンシステム強化事業を開始

6 月 緊急救援 ( 特活）アムダが実施するミャンマー・ラショー市暴動被災者への緊急支援活動の人材派遣と側面支援を実施

8 月 ホンジュラス ダンリ市における施設分娩の推進事業を開始（～ 2014 年 7 月）

12 月 国内 認定 NPO 法人格を取得

ミャンマー チン州カンペレ郡にて出産介助用品を供与

2014

3 月 ミャンマー シャン州コーカン自治地域におけるソンカン地域保健センター整備事業を開始（～ 2015 年 3 月）

ネパール カブレパランチョウク郡カルパチョウク行政村にて住民能力強化を通じた村落開発事業を開始

8 月 ホンジュラス エルパライソ県南部 3 市における母と子のプライマリーヘルスケア向上事業を開始

2015

2 月 ミャンマー ナムトゥ郡における水と衛生・保健改善事業を開始

パウッ郡南部における地域保健事業を開始

3 月 ホンジュラス ダンリ市山間部における思春期リプロダクティブヘルス推進事業を開始

■国際機関等

契約機関 事業国 事業名 契約／精算額 * 事業期間

国連世界食糧計画
（WFP)

ミャンマー Implementation of a WFP assistance programme (Protracted 

relief and recovery operation - Myanmar 200299)
　US$72,203.00 2014 年 1月～12 月

　
■日本国外務省

スキーム 事業国 事業名 契約／精算額 * 事業期間

外務省日本 NGO 連携
無償資金協力

ミャンマー
シャン州コーカン自治地域における基礎母子保健システム構築支
援プロジェクト（フェーズ 1）

￥46,258,577 (*) 2013 年 7 月～ 2014 年 7 月

シャン州コーカン自治地域における基礎母子保健システム構築支
援プロジェクト（フェーズ 2）

　¥51,712,825 2014 年 7 月～ 2015 年 4 月

シャン州コーカン自治地域におけるソンカン地域保健センター整
備事業

　¥20,528,276 2014 年 3 月～ 2015 年 3 月

マグウェ地域パコク郡西部における「Healthy Village」プロジェ
クト（フェーズ 3）

　¥66,140,594 2014 年 2 月～ 2015 年 2 月

マンダレー地域メティラタウンシップにおけるマイクロクレジッ
ト原資事業

　　¥5,031,984 2014 年 3 月～ 2015 年 3 月

シャン州ナムトゥ郡における健康希求行動改善プロジェクト（フ
ェーズ 2）

　¥40,791,012 2014 年 2 月～ 2015 年 1月

マグウェ地域パウッ郡南部における地域保健プロジェクト（フェ
ーズ 1）

　¥31,908,312 2015 年 2 月～ 2016 年 2 月

シャン州ナムトゥタウンシップにおける住民参加型水と衛生・保
健改善プロジェクト（フェーズ 1）

　 ¥33,751,428 2015 年 2 月～ 2016 年 1月

ネパール
ルパンデヒ郡 4 行政村における住民能力強化を通じた母子健康増
進事業（2 年次）

US$409,792.00 2013 年 6 月～ 2014 年 5 月

カルパチョウク行政村におけるコミュニティ能力強化プロジェク
ト　( フェーズ 1）

US$146,096.00 2014 年 3 月～ 2015 年 2 月

ルパンデヒ郡 4 行政村における就学児童・生徒環境衛生改善事業 US$232,975.00 2014 年 7 月～ 2015 年 10 月

カルパチョウク行政村における生活改善事業 US$193,118.00 2015 年 3 月～ 2016 年 3 月

インドネシア
南スラウェシ州シンジャイ県における酪農技術向上支援事業（フ
ェーズ 2）

US$196,805.00 2014 年 2 月～ 2015 年 2 月

南スラウェシ州シンジャイ県における酪農技術向上支援事業（フ
ェーズ 3）

US$193,118.00 2014 年 2 月～ 2015 年 2 月

ホンジュラス ダンリ市における施設分娩推進プロジェクト US$372,127.00 2013 年 8 月～ 2014 年 7 月

首都テグシガルパ市における青少年育成を通じた住みやすいコミ
ュニティづくり支援事業

US$292,708.00 2014 年 3 月～ 2015 年 2 月

首都テグシガルパ市における青少年育成を通じた住みやすいコミ
ュニティづくり支援事業

US$257,711.00 2015 年 3 月～ 2016 年 3 月

ダンリ市山間部における思春期リプロダクティブヘルス推進プロ
ジェクト

US$224,084.00 2015 年 3 月～ 2016 年 3 月

■独立行政法人国際協力機構 (JICA)

スキーム 事業国 事業名 契約額 事業期間

JICA 技術協力プロジ
ェクト

シエラレオネ 
サポーティブスーパービジョンシステム強化プロジェクト（第 1
年次）

　¥102,549,240 2013 年 5 月～ 2014 年 7 月

草の根技術協力事業
（草の根パートナー
型）

ホンジュラス
エル・パライソ県南部 3 市における母と子のプライマリーヘルス
ケア向上プロジェクト

　 ¥28,095,599 2014 年 8 月～ 2015 年 9 月

（上記 1 件はアスカ・ワールド・コンサルタント株式会社との共同実施。契約額は全体額）

■助成金

スキーム 事業国 事業名 契約額 事業期間

株式会社フェリシモ
「地球村の基金」

ミャンマー
健康づくりの場、みんなの憩いの場をミャンマーの村へプロジェ
クト

　　　¥560,000 2014 年 2 月～ 2015 年 1月

公益信託
アドラ国際援助基金

ミャンマー 小学校衛生施設建設プロジェクト 　　　¥374,500 　　2014 年 8 月～

公益財団法人
庭野平和財団

ホンジュラス ダンリ市山間部における安全な出産促進プロジェクト 　　　¥700,000 2014 年 8 月～ 2015 年 7 月

一般財団法人まちづ
くり地球市民財団

ホンジュラス テグシガルパ市ラ・ホヤ地区コミュニティセンター整備事業 　　　¥596,234 2014 年 9 月～ 2015 年 3 月

一般財団法人
大竹財団

ホンジュラス
ダンリ市ロス・トロソス村におけるトイレ設置を通じた環境衛生
改善プロジェクト

　　　¥500,000 2015 年 4 月～ 2015 年 11月

* 印は事業精算確定額、印なしは契約額
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2015年3月31日現在（単位：円）（税抜）

資　産　の　部 負　債　・　正　味　財　産　の　部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

 【流動資産】  【流動負債】

  現金・預金 48,455,614   未払金 14,081,922 

  未収金 3,206,900   前受金 159,816,981 

  海外流動資産 160,272,934   短期借入金 5,000,000 

　　流動資産合計 211,935,448   預り金 293,983 

  未払法人税等 71,000 

 【固定資産】    流動負債  計 179,263,886 

  保証金 100,000 負債の部合計 179,263,886 

  敷金 297,000 正　味　財　産　の　部

　　固定資産合計 397,000  【正味財産】

  前期繰越正味財産額 43,417,712 

  当期正味財産増減額 △ 10,349,150 

   正味財産　計 33,068,562 

正味財産の部合計 33,068,562 

資産の部合計 212,332,448 負債・正味財産の部合計 212,332,448 

会計報告団体概要
■貸借対照表■各国事務所

■活動計算書

財務諸表の作成は、NPO 法人会計基準（2010年7月20日　2011年11月20日一部改正　NPO法人会計基準協議会）によっています。
なお2014年度は、その他の事業を実施していません。

特定非営利活動に係る事業 合計

【経常収益】

    受取会費 1,768,000 

    受取寄付金 9,475,216 

    受取補助金・民間助成金 171,349,394 

    海外契約金 116,351,433 

    業務委託収入 73,213,464 

    講演・出版等収入 430,183 

    緬生計向上プログラム収入 75,948,727 

    受取利息 703,501 

    為替差益 9,074,275 

        経常収益  計 458,314,193 

【経常費用】

　　事業費

　　　人件費 91,404,905 

　　　その他経費 364,628,071 

          小計 456,032,976 

  　管理費

      人件費 12,283,391 

      その他経費 276,114 

          小計 12,559,505 

          経常費用  計 468,592,481 

              当期経常増減額 △ 10,278,288 

【経常外収益】

  雑収入 138 

    経常外収益  計 138 

        税引前当期正味財産増減額 △ 10,278,150 

        法人税、住民税及び事業税 71,000 

          当期正味財産増減額 △ 10,349,150 

          前期繰越正味財産額 43,417,712 

          次期繰越正味財産額 33,068,562 

2014年4月1日から2015年3月31日まで（単位：円）（税抜）

2015 年 3 月 31日時点
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